
巻頭エッセイ

二
○
○
四
年
一
○
月
三
○
日
に
小
生
の
所
属
す
る
東
京
大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科
「
人
間
の
安
全
保
障
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
日
本
貿
易
振
興
機

構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
共
催
で
「
貧
困
と
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
特
に
二
○
○
五
年

は
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
の
際
に
「
貧
困
を
歴
史
に
」（M

ake Poverty 

H
istory

）
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

レ
ベ
ル
で
「
貧
困
の
終
焉
」
を
巡
る
議
論
が
活
発
で
あ
り
、
そ
れ
に
先
駆

け
る
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
シ
ン
ポ
の
折
に
は
、
特
に
開
発
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
研
究
者
の
皆
さ
ん
に
「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
か
ら
み
え

る
新
し
い
問
題
を
ご
報
告
い
た
だ
き
、
ご
議
論
い
た
だ
い
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
で
の
小
生
の
役
回
り
は
企
画
と
司
会
で
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
「
触

媒
者
」（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
フ
ィ
ー

ル
ド
か
ら
こ
そ
描
く
こ
と
の
で
き
る
興
味
深
い
報
告
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
二
○
○
五
年
の
春
に
は
、
日
本
が
拠
出
し
て
い
る
国
連
の
「
人

間
の
安
全
保
障
基
金
」
の
支
援
を
受
け
て
い
る
ザ
ン
ビ
ア
の
西
部
州
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
）が
主
な
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
る
「
ザ
ン
ビ
ア
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

の
サ
イ
ト
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ザ
ン
ビ
ア
西
部
に
流
入

し
た
ア
ン
ゴ
ラ
か
ら
の
難
民
の
う
ち
、
本
国
へ
の
帰
還
を
希
望
し
な
い
、

あ
る
い
は
ザ
ン
ビ
ア
へ
の
定
住
を
希
望
す
る
難
民
を
対
象
に
、
受
け
入
れ

地
域
へ
の
定
住
促
進
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
二
○
○
一
年

か
ら
調
査
・
検
討
が
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
本
格
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
小
さ
な
経
験
を
つ
な
ぐ
の
が
「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
い

う
概
念
で
あ
る
。「
人
間
の
安
全
保
障
」
は
、
今
や
日
本
外
交
の
一
つ
の

重
要
な
柱
に
も
な
っ
て
い
る
。
平
成
一
六
年
度
か
ら
は
先
に
挙
げ
た
よ
う

に
総
合
文
化
研
究
科
の
全
五
専
攻
の
協
力
の
も
と
に
「
人
間
の
安
全
保

障
」
を
文
理
横
断
的
に
教
育
す
る
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
修
士
・
博
士
課

程
）
を
展
開
し
、
研
究
者
養
成
に
実
践
的
な
要
素
を
加
味
し
つ
つ
、
政
策

や
実
務
に
偏
ら
な
い
総
合
的
な
能
力
を
備
え
た
人
材
の
養
成
を
試
み
て
い

る
。
従
来
か
ら
の
本
研
究
科
の
特
徴
で
あ
る
学
際
性
・
総
合
性
・
国
際
性

を
前
面
に
出
し
て
、
実
務
経
験
が
豊
富
な
人
や
実
践
的
関
心
が
強
い
人
に

は
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
知
的
枠
組
、
理
論
武
装
を
身
に
つ

け
て
も
ら
い
、
逆
に
大
学
や
大
学
院
で
の
勉
学
の
経
験
は
あ
る
も
の
の
現

場
を
知
ら
な
い
人
に
は
臨
地
実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
を
積
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
。
分
野
と
し
て
は
紛
争
と
和
解
・
共
生
、
平
和
プ
ロ
セ
ス
と
国
際

協
力
、
文
化
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
社
会
の
自
立
と
共
同
、
生
命
と
尊
厳
、
開
発

と
貧
困
、
生
存
と
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
戦
略
と
い
う

八
つ
の
柱
を
建
て
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
春
に
は
初
め
て
修
士
（
国
際
貢

献
）
と
い
う
学
位
を
持
っ
た
修
士
課
程
修
了
生
を
世
に
送
り
出
す
。
わ
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
真
価
は
、
修
了
生
の
今
後
の
活
躍
に
も
か
か
っ
て
い
る
。

果
た
し
て
、
ど
う
な
る
か
。
し
ば
ら
く
は
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
見
守

る
し
か
な
い
。

（
え 

ん
ど
う　

み
つ
ぎ
／
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
助
教

授
）

「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
射
程

遠
藤　

貢
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